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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第20期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第21期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第20期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成20年
　　４月１日
至　平成21年
　　３月31日

売上高 (百万円) 18,698 19,080 79,665

経常利益 (百万円) 1,099 1,423 4,283

四半期(当期)純利益 (百万円) 483 668 1,274

純資産額 (百万円) 22,630 23,011 23,004

総資産額 (百万円) 44,176 46,728 46,821

１株当たり純資産額 (円) 536.16 545.20 545.02

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 11.45 15.83 30.19

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 51.2 49.2 49.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,449 272 1,286

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,126 △426 △4,373

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,006 561 3,434

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 2,405 3,730 3,322

従業員数 (名)
2,645
(175）

2,849
(178）

2,781
(262）

(注)１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　従業員数は就業人員であり、アルバイト数は(　)内に外数で記載しております。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載し

ておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間における、重要な関係会社の異動は以下のとおりです。

(1)新規

 

名称 住所
資本金

（百万円）

主要な事業の内

容

議決権の所

有割合又は

被所有割合

関係内容

（その他の関係会社）      

株式会社エービーシー・

マート

東京都渋

谷区
3,482

靴・衣料・雑貨な

どの小売、靴の商

品企画及び輸入販

売

被所有

23.62％
―

(注)　上記その他の関係会社は有価証券報告書を提出しております。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 2,849(178)

(注) １　従業員数は就業人員であり、特別従業員97名を含んでおります。アルバイト数は(　)内に外数で記載しております。

２　特別従業員とは、育児や本人の身体上の理由等により就業規則に定める勤務時間での就業が困難な者に対し、勤務時

間等を個別に取り決めた従業員をいいます。

 

(2) 提出会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 2,689(111)

(注) １　従業員数は就業人員であり、特別従業員97名を含んでおります。アルバイト数は(　)内に外数で記載しております。

２　特別従業員とは、育児や本人の身体上の理由等により就業規則に定める勤務時間での就業が困難な者に対し、勤務時

間等を個別に取り決めた従業員をいいます。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】
 

 (1) 販売実績

当社グループは、一般消費者を対象とした、店頭での紳士服・婦人服等の衣料品ならびに関連商品の販売を主

たる業務としております。取扱商品は多岐にわたっておりますが、トレンドを見極めた上で国内外からセレクト

して仕入れる調達商品と、市場の動向をタイムリーに反映できる自主企画商品とを組み合わせることにより、幅

広いアイテムを多様なテイストで提案しております。

当第１四半期連結会計期間の販売実績は次のとおりであります。

　

①　商品別販売実績
 

商品別 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

メンズ 5,769 92.6

ウィメンズ 7,187 101.2

シルバー＆レザー 1,275 101.0

雑貨等 1,070 123.2

その他 3,778 116.8

合計 19,080 102.0

(注) １　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２　シルバー＆レザーとは「ＣＨＲＯＭＥ ＨＥＡＲＴＳ」ブランドの銀製装飾品および皮革製ウエアであります。

　　　 ３　「その他」には、アウトレット、催事販売、連結子会社の売上が含まれております。

 

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又

は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な在庫調整の進展やアジアにおける景気の持ち直

し等により輸出・生産には持ち直しの動きが見られるものの、世界的な金融危機の影響と景気の後退を背景に、

依然厳しい状況にあります。企業収益の減少と雇用情勢の悪化により、景気の先行きへの不透明感は強く、消費

者の節約志向や生活防衛意識はますます高まっております。
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当社グループの属する衣料品等小売業界におきましては、高額商品の消費が伸び悩む等、消費マインドの冷え

込みが鮮明になっております。

このような状況のもと、当社グループでは、構成する各会社および事業毎の成長発展ステージに応じた施策お

よび出店を実施することで、企業価値の向上に努めてまいりした。

株式会社ユナイテッドアローズでは、たとえ売上が伸びずとも利益を創出できる収益体質に転換し、収益性の

早期改善を目指すという経営方針のもと、以下の４つの重点取組課題に取り組んでおります。

①　商品の調達と消化のコントロールによる、さらなる売上総利益の創出

②　事業活動全体の業務手順の見直しによる、バリューチェーンの全体最適化

③　本社/本部の業務の見直しによる、人員体制の適正化

④　経営管理サイクルの確立による、経営資源の最適配分

①につきましては、売上総利益率、仕入原価率、プロパー消化率等の重要業績指標の改善のために、ＭＤプラッ

トフォームの利活用を推進いたしました。②につきましては、ＭＤ、生産、ディストリビュート、会計、人事等の業

務のたな卸しによる業務プロセスの視える化を実施いたしました。③につきましては、本社部門の業務内容の範

囲や頻度のたな卸しと業務の要不要の見極めを実施し、それに併せて適正な人員体制の検討を実施いたしまし

た。④につきましては、精度の高い単年度計画と中期経営戦略の策定のための、経営戦略策定のサイクルの検討

と決定を行うとともに、投資案件の効果検証および投資精度を高めるために、投資判断の検討プロセスの決定を

行いました。

出退店につきましては、当第１四半期連結会計期間の３ヶ月間でＵＡ業態：出店２店舗（別館扱いから独立

店舗扱いへの転換によるもの）、スモールビジネスユニットおよびＵＡラボ：出店１店舗を実施し、当第１四半

期連結会計期間末の店舗数は141店舗となりました。

連結子会社の株式会社フィーゴにつきましては、直営店12店舗体制を維持しております。

連結子会社の株式会社ペレニアルユナイテッドアローズにつきましては、当第１四半期連結会計期間の３ヶ

月間で２店舗を出店し、当第１四半期連結会計期間末の店舗数は４店舗となりました。

連結子会社の株式会社コーエンにつきましては、当第１四半期連結会計期間の３ヶ月間で７店舗を出店し、当

第１四半期連結会計期間末の店舗数は23店舗となりました。

以上の結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は19,080百万円（前年同期比2.0％増）となりました。売上

総利益につきましては、セール等の値引き販売の拡大等によりレギュラー店の売上総利益率は前年に比較し低

下したものの、当年物商品の早期消化等によりアウトレット店の売上総利益率が改善し、売上総利益率は55.1％

（前年同期比0.7％増）、売上総利益額は10,510百万円（前年同期比3.3％増）となりました。販売費及び一般管

理費につきましては、主に宣伝販促費や備品消耗品費が減少し9,093百万円（前年同期比0.4％増）となり、売上

の伸びを下回りました。

以上により、当第１四半期連結会計期間の営業利益は1,416百万円（前年同期比27.4％増）、経常利益は1,423

百万円（前年同期比29.4％増）となりました。また、四半期純利益につきましては668百万円（前年同期比

38.3％増）となり、概ね計画通りに進捗いたしましたが、今後につきましても、消費マインドの低下等により先

行きは予断を許さないため、引き続き収益性の改善を目指してまいります。

 

　(2)　財政状態の分析

（資産）

　　　流動資産は、前連結会計年度末と比較して94百万円（0.3％）減少の29,365百万円となりました。これは、現金及

び預金が411百万円増加し、売掛金が144百万円、商品が355百万円それぞれ減少したことなどによります。

　　　固定資産は、前連結会計年度末と比較して1百万円（0.0％）増加の17,362百万円となりました。これは、建物及び

構築物が51百万円、差入保証金が62百万円それぞれ増加し、有形固定資産その他が35百万円、無形固定資産が78
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百万円それぞれ減少したことなどによります。

（負債）

　　　流動負債は、前連結会計年度末と比較して306百万円（1.5％）増加の20,160百万円となりました。これは、短期借

入金が1,805百万円、未払法人税等が241百万円それぞれ増加し、支払手形及び買掛金が1,364百万円、賞与引当金

が365百万円それぞれ減少したことなどによります。

　　　固定負債は、前連結会計年度末と比較して406百万円（10.3％）減少の3,555百万円となりました。これは、長期借

入金が408百万円減少したことなどによります。

（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末と比較して7百万円（0.0％）増加の23,011百万円となりました。これは、利益

剰余金が34百万円増加し、また繰延ヘッジ損益が27百万円減少したことなどによります。

 

　(3)　キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比

べ408百万円増加し、3,730百万円となりました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における営業活動の結果得られた資金は272百万円（前年同期は1,449百万円の支

出）となりました。

収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益1,406百万円、減価償却費284百万円及びたな卸資産の減少額345

百万円であり、支出の主な内訳は、賞与引当金の減少額365百万円、仕入債務の減少による支出1,364百万円及び法

人税等の支払額360百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における投資活動の結果使用した資金は426百万円（前年同期は2,126百万円の支

出）となりました。

これは主に、新規出店および改装等に伴う有形固定資産の取得257百万円および差入保証金の増加62百万円等

があったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における財務活動の結果得られた資金は561百万円（前年同期は3,006百万円の

収入）となりました。

これは、短期借入金の純増加額1,805百万円があったものの、長期借入金の返済による支出757百万円、配当金

の支払額486百万円があったこと等によるものであります。

 

　(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　　　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

　　①　基本方針の内容

　　　　当社は株式の大量の買付であっても、当社の企業価値および株主の皆様の共同の利益に資するものであれば、こ

れを否定するものではありません。また、会社の支配権の移転を伴うような大量の株式の買付提案に応じるか

否かの判断は最終的には株主の皆様の総意に基づき行われるべきものと考えております。
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　　　　しかし、株式の大量の買付行為の中には、その目的等から見て企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益に対す

る明白な侵害をもたらすもの、株主の皆様に株式の売却を事実上強要するおそれのあるもの、対象会社の取締

役会や株主の皆様が株式の大量買付について検討し、あるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するため

の十分な時間や情報を提供しないものなど、対象会社の企業価値および株主の皆様の共同の利益に資さない

ものも少なくありません。

　　　　特に当社にとっては、高いストアロイヤルティの維持が経営上極めて重要であり、当社の中期的な企業価値の向

上とともに、株主の皆様の利益に繋がるものであると確信しております。これらが当社の株式の買付を行う者

により中長期的に確保され、向上させられるものでなければ、当社の企業価値ひいては株主共同の利益は毀損

されることになります。

　　　　当社としては、このような当社の企業価値・株主共同の利益に資さない大量買付を行う者は、当社の財務および

事業の方針の決定を支配する者として不適切であり、このような者による大量買付に対しては必要かつ相当

な対抗をすることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保する必要があると考えます。

　　②　前記①の基本方針に係る取組みの具体的内容

　　　（１）財産の有効な活用、適切な企業集団の形成その他基本方針の実現に資する特別な取組み

当社は創業以来、高いストアロイヤルティを保ち続けながら事業の成長拡大を続けてまいりました。これ

は、量販系の企業が売上上位を占める衣料品専門店セクターでは希有の事例であります。この背景といたしま

して、当社では、１．幅広いマーケットへの取組みを狙った「多事業軸化戦略」、２．高付加価値ビジネスを

維持する「店舗数制限戦略」、３．さらなる顧客価値の創造を目指す「顧客価値最大化戦略」からなる３つ

の基本事業戦略に沿って事業を推進していることが挙げられます。また、当社グループでは、「お客様に提供

する価値」「ありたい事業構造」「ありたい業界ポジション」「ありたい企業風土」の視点から、2011年3月

期（平成23年３月期）における当社グループのありたい姿を定義し、その理想と現実のギャップを埋めるた

めの戦略課題を解決していく取り組み「ドリームプラン2011プロジェクト」を推進しております。同プロ

ジェクトの推進により、店頭を光り輝かせることを第一に、継続的かつ健全な成長とそれに見合った収益構造

への転換を図ることを目指します。

また、当社ではコーポレートガバナンス強化に向けて、以下の取組みを実施しております。

・「株主価値」「お客様価値」「従業員価値」「取引先価値」「地域社会価値」という５つの価値創造によ

り、社会の公器として日本の生活・文化の向上に貢献していくことを、経営の基本方針として掲げておりま

す。このために、経営の効率性、健全性を向上させる体制を構築するとともに、常に公平な情報を、タイムリー

に、継続的に、自発的に提供し続けることを情報開示の基本方針としており、各投資家（アナリスト・個人投

資家）向けの説明会の定期開催や、月次売上概況や各種届出、適時開示資料等のメール配信等、積極的なＩＲ

活動を行うことで、企業経営の透明性の向上に努めております。

・当社では監査役制度を採用しており、監査役3名以上で構成される監査役会が、監査役会規則に基づき監査

方針を決定するとともに、各監査役や取締役、会計監査人からの報告を受けて監査報告書を作成しておりま

す。なお、全ての監査役を全て社外監査役とすることで、経営の透明性の確保ならびに会社全体の監視・監査

の役割を担っております。

・当社の取締役会は取締役５名で構成され、原則として月１回の取締役会を開催しております。取締役会には

取締役および監査役が出席し、法令で定められた事項および取締役会規則等に定められた重要事項の意思決

定を行うとともに、業務執行状況の監視・監督を行っております。また、必要の都度臨時取締役会を開催する

とともに、取締役間にて随時打合せ等を行っており、効率的な業務執行ができる体制を整備しております。

・当社では経営会議を必要の都度開催しております。経営会議には、取締役および関係者が出席し、取締役会

から委任された事項の意思決定のほか、取締役会にて決定すべき経営および業務運営にかかる重要事項につ

いての事前審議ならびに意思確認を行っております。これによって、迅速な業務運営が可能な体制を整備して
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おります。

（２）基本方針に照らして不適切な者によって財務および事業の方針の決定が支配されることを防止するた

めの取組み

当社株式に対する大量買付行為が行われた場合において、株主の皆様に十分な情報提供が行われることを

確保するとともに、企業価値および株主共同の利益を毀損する買付行為を防止するため、平成21年４月28日の

当社取締役会において当社株式の大量買付行為に関する対応策（以下「本対応策」といいます。）を定め、平

成21年６月23日開催の当社定時株主総会において株主の皆様に本対応策を継続することのご承認をいただき

ました。

本対応策の内容は、特定株主グループの議決権割合が25％以上となることを目的とする当社の株券等の買

付行為もしくはその結果として議決権割合が25％以上となる当社の株券等の買付行為又はこれらに類似する

行為を「大量買付行為」とし、また大量買付行為を行おうとする者を「買付者」として、当該大量買付行為に

関する情報提供を要求するものです。当該大量買付行為が本対応策に定める手続を遵守しない大量買付行為

である場合、当該大量買付行為が当社の企業価値ひいては株主共同の利益に対する明白な侵害をもたらすお

それがあると判断される場合等一定の場合に該当した場合で、かつ、対抗措置を発動することが相当であると

認められる場合には、独立委員会は、当社取締役会に対して、対抗措置として新株予約権の無償割当てを実施

することを勧告するものとし、当社取締役会は、当該勧告を最大限尊重して、対抗措置として、当該買付者およ

び一定の関係者による権利行使は認められないとの行使条件等が付された新株予約権の無償割当ての実施ま

たは不実施等に関する決議を行います。

　　③　前記②-（２）の取組みについての当社取締役会の判断およびその判断にかかる理由

本対応策は、買付者が基本方針に沿う者であるか否かを株主の皆様および当社取締役会が判断するにあた

り、十分な情報提供と判断を行うに相当な期間を確保するために定めるものであり、特定の株主または投資家

を優遇しあるいは拒絶するものではありません。

また、本対応策の有効期間は平成21年６月23日開催予定の当社定時株主総会の終結時までとされており、同

定時株主総会において、本対応策の継続に関し、改めて株主の皆様のご意思を確認させていただくことを予定

しておりましたところ、前記のとおり、平成21年６月23日開催の当社定時株主総会において株主の皆様に本対

応策を継続することのご承認をいただいております。さらに、株主の皆様に本対応策の継続が承認された場合

であっても、継続後の有効期間を3年間とするサンセット条項が付されています。加えて、本対応策の有効期間

の満了前であっても、当社株主総会または当社株主総会において選任された取締役により構成される当社取

締役会において本対応策を廃止する旨の決議がなされた場合には、本対応策はその時点で廃止されることと

なります。このため、本対応策の導入及び廃止は、当社株主の皆様の意思に基づくこととなっております。対抗

措置として新株予約権を発行するのは、当該大量買付行為が当社の企業価値ひいては株主共同の利益に対す

る明白な侵害をもたらすおそれがあると判断される場合等、合理的な客観的要件を充足する場合に限定され

るとともに、その発行の是非の判断にあたっても、独立委員会の中立公正な判断を重視することとしており、

当社取締役会の恣意的判断を排除しております。対抗措置として発行する新株予約権ならびにその行使条件

についても、あらかじめその内容について開示を行うなど、企業価値向上および株主共同の利益確保に必要か

つ相当な範囲内の対抗措置であると考えます。

したがって、当社取締役会は、前記②-（２）の取組みは基本方針に沿うものであり、株主の共同の利益を損

なうものでないとともに、会社役員の地位の維持を目的とするものでないと判断いたしております。

 

　(5)　研究開発活動

　　　特記事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

１ 【主要な設備の状況】

当第１四半期連結会計期間における、設備の主な増加は次のとおりであります。

（1）提出会社

区分
事業所名
(所在地)

帳簿価額 従業員
数
(人)

完了年月建物
(千円)

器具備品
(千円)

その他
（千円）

合計
(千円)

新設

ジュエルチェンジズ 渋谷店　（東京都渋谷区）

47,3747,26213,12267,759
４
(４)

平成21年

５月

移転

グリーンレーベルリラクシング アミュプラザ小
倉店 （福岡県北九州市小倉北区） 25,8612,7922,94931,603

10
(１)

平成21年

４月

 

（2）国内子会社

会社名
事業所名
(所在地)

帳簿価額
従業員数
(人)建物

(千円)
器具備品
(千円)

その他
（千円）

合計
(千円)

株式会社コーエン

コーエン仙台名取店（宮城県名
取市）

23,5191,478 ― 24,997
１
(５)

コーエン秋田店（秋田県秋田
市）

21,7651,532 562 23,860
―
(―)

コーエン名古屋モゾワンダーシ
ティ店（愛知県名古屋市西区）

20,161 998 1,30622,467
２
(７)

 

(注)１　各資産の金額は帳簿価額であり、建設仮勘定は含んでおりません。

　　　２　アルバイト数は（　）内に１人１日８時間換算による当第１四半期連結会計期間の平均人数を外数で記載しております。

　　　３　帳簿価額のうち「その他」は構築物、ソフトウェア及び長期前払費用であります。

 

２ 【設備の新設、除却等の計画】

（1） 当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設等について完

了したものは、「１ 主要な設備の状況」に記載のとおりであります。

（2） 当第１四半期連結会計期間において新たに確定した重要な設備の新設等の計画は、次のとおりであります。

会社名 区分
事業所名
（所在地）

設備の内容
投資予定金額 着手および完了予定年月

総額
(千円)

既支払額
(千円)

着手 完了

提出会社

改装
ユナイテッドアローズ
　二子玉川店（東京都
世田谷区）

店舗設備 150,464― 平成21年８月 平成21年９月

改装
ユナイテッドアローズ　
新宿店（東京都新宿
区）

店舗設備 47,400 ― 平成21年７月 平成21年９月

 (注)　上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 190,800,000

計 190,800,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 42,800,00042,800,000
東京証券取引所
(市場第１部)

単元株式数は100株でありま
す。

計 42,800,00042,800,000― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　　平成13年改正旧商法第280条ノ20および第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権に関する事項は、次のとおりであ

ります。

 
第１四半期会計期間末現在
(平成21年６月30日)

新株予約権の数(個) 1,286

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 514,400

新株予約権の行使時の払込金額(円) １株当たり826

新株予約権の行使期間
　平成17年６月28日～
平成25年６月26日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

(注)１

新株予約権の行使の条件 (注)２

新株予約権の譲渡に関する事項 権利の譲渡、質入その他の処分は認めない。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―
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（注） １ 平成15年６月27日開催の取締役会において、旧改正商法附則（平成13年11月28日　法128号）第６条の規定に基づき、

新株発行に代えて、当社が所有する自己株式を新株予約権を行使した者に移転することを決議いたしました。

２ 新株予約権の行使の条件

（１）新株予約権者は、以下の区分に従い、各割当数の一部または全部を行使することができるものとします。（ただ

し、各新株予約権にかかる行使の条件に服するものとします。）

なお、以下の計算の結果、行使可能な新株予約権の数が整数でない場合は、整数に切り上げた数とします。ただ

し、発行日以降、新株予約権者が、新株予約権割当契約に定める新株予約権の当社への返還事由に該当した場合

には、当該契約の定めるところによるものとします。

a.平成19年６月26日までは、割当数の25％まで、新株予約権を行使することができるものとします。

b.平成21年６月26日までは、割当数の50％まで、新株予約権を行使することができるものとします。

c.平成23年６月26日までは、割当数の75％まで、新株予約権を行使することができるものとします。

d.平成25年６月26日までは、割当数のすべてについて、新株予約権を行使することができるものとします。

（２）新株予約権行使日の前日の東京証券取引所における当社の株式の終値が、１株当たりの払込金額の1.25倍以上

であることを要するものとします。

（３）新株予約権の割当を受けた者（以下「新株予約権者」という。）は、権利行使時において当社の取締役または従

業員いずれかの地位を保有している場合に限るものとします。ただし、定年退職および関連会社への出向・転籍

等その他取締役会が正当な理由があると認めた場合は、この限りではないものとします。

（４）新株予約権者が権利行使期間中に死亡した場合で、「新株予約権割当契約書」締結時に相続人を指定している

場合（ただし権利行使は、新株予約権者死亡後１年もしくは権利行使期間満了日のいずれか早く到来する期日

までとします。）、その者の相続人は新株予約権を行使することができるものとします。

（５）新株予約権の第三者への譲渡、質入その他の一切の処分は認めないものとします。

（６）その他の条件は、本総会決議および取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権

割当契約書」に定めるところによるものとします。

 

(3) 【ライツプランの内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年６月30日 ― 42,800,000 ― 3,030 ― 4,095
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(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、次の各法人から、平成21年６月10日および平成21年６月29日付にて大量保

有報告書（変更報告書）の提出があり、次のとおり株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当社と

して当第１四半期会計期間末の実質所有株式数の確認ができておりません。なお、その大量保有報告書（変更

報告書）の内容は以下のとおりです。

 

（平成21年６月10日）

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社エービーシー・マート 東京都渋谷区神南一丁目11番５号 9,971,400 23.30

 

（平成21年６月10日）

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社イーエム・プランニング
 

東京都目黒区緑が丘二丁目19番20号 0 00.00

 

（平成21年６月29日）

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

日興シティグループ証券株式
会社

東京都千代田区丸の内１－５－１ 79,600 0.19

日興アセットマネジメント株
式会社

東京都港区赤坂９丁目７番１号　ミッド
タウン・タワー 2,766,500 6.46

シティグループ・グローバル・
マーケッツ・リミテッド

英国・ロンドン・カナリーワーフ・カナダ
スクェア・シティグループセンター

22,707 0.05

シティグループ・グローバル・
マーケッツ・インク

アメリカ合衆国ニューヨーク州ニューヨー
ク市 グリニッチストリート388

0 00.00
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

① 【発行済株式】

平成21年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式　　591,800
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　42,202,000 422,020 ―

単元未満株式 普通株式　　　 6,200 ― ―

発行済株式総数 42,800,000 ― ―

総株主の議決権 ― 422,020 ―

 

② 【自己株式等】

平成21年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ユナイテッドア
ローズ

東京都渋谷区神宮前二丁
目31番12号

591,800― 591,800 1.38

計 ― 591,800― 591,800 1.38

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成21年
　４月

 
　５月

 
　６月

最高(円) 602 707 661

最低(円) 513 598 592

(注)　月別の最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部によるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸

表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び当第１四半期連

結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成

しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間(平成20年　４月１日か

ら平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表については、監査法人トーマツにより四半期レビューを受

け、当第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び当第１四半期連結累計期間(平

成21年４月１日から平成21年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによ

り四半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月

１日をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,884 3,472

売掛金 157 301

商品 18,145 18,501

貯蔵品 190 180

未収入金 5,405 5,293

その他 1,612 1,742

貸倒引当金 △30 △32

流動資産合計 29,365 29,460

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,135 6,083

その他（純額） 1,670 1,705

有形固定資産合計 ※1
 7,805

※1
 7,789

無形固定資産

のれん 398 478

その他 2,113 2,112

無形固定資産合計 2,512 2,590

投資その他の資産

差入保証金 6,085 6,022

その他 963 957

貸倒引当金 △4 －

投資その他の資産合計 7,044 6,980

固定資産合計 17,362 17,360

資産合計 46,728 46,821

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,709 8,073

短期借入金 7,855 6,050

1年内返済予定の長期借入金 1,632 1,981

未払法人税等 595 353

賞与引当金 491 856

その他 2,877 2,539

流動負債合計 20,160 19,854

固定負債

長期借入金 3,460 3,868

役員退職慰労引当金 91 91

その他 4 2

固定負債合計 3,555 3,962
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年3月31日)

負債合計 23,716 23,816

純資産の部

株主資本

資本金 3,030 3,030

資本剰余金 4,095 4,095

利益剰余金 16,805 16,771

自己株式 △909 △909

株主資本合計 23,021 22,987

評価・換算差額等

繰延ヘッジ損益 △10 17

評価・換算差額等合計 △10 17

純資産合計 23,011 23,004

負債純資産合計 46,728 46,821
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　(2)【四半期連結損益計算書】
　　【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年4月1日
 至 平成21年6月30日)

売上高 18,698 19,080

売上原価 8,527 8,569

売上総利益 10,170 10,510

販売費及び一般管理費 ※1
 9,058

※1
 9,093

営業利益 1,111 1,416

営業外収益

受取利息 0 0

仕入割引 8 7

その他 27 42

営業外収益合計 35 50

営業外費用

支払利息 21 39

為替差損 23 －

その他 3 4

営業外費用合計 48 43

経常利益 1,099 1,423

特別利益

貸倒引当金戻入額 0 －

特別利益合計 0 －

特別損失

固定資産除却損 26 6

減損損失 89 10

特別損失合計 115 16

税金等調整前四半期純利益 984 1,406

法人税、住民税及び事業税 210 561

法人税等調整額 291 176

法人税等合計 501 738

四半期純利益 483 668
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　(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年4月1日
 至 平成21年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 984 1,406

減価償却費 285 284

無形固定資産償却費 68 73

長期前払費用償却額 22 19

減損損失 89 10

のれん償却額 79 79

賞与引当金の増減額（△は減少） △331 △365

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △63 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 3

受取利息及び受取配当金 △0 △0

支払利息 21 39

有形固定資産除却損 10 0

売上債権の増減額（△は増加） △24 △11

たな卸資産の増減額（△は増加） △397 345

その他の流動資産の増減額（△は増加） △8 4

仕入債務の増減額（△は減少） △28 △1,364

その他の流動負債の増減額（△は減少） △201 133

その他の固定負債の増減額（△は減少） △5 1

小計 499 662

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △19 △30

法人税等の支払額 △1,929 △360

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,449 272

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △3 △3

関係会社株式の取得による支出 △100 －

投資有価証券の取得による支出 － △4

有形固定資産の取得による支出 △1,726 △257

無形固定資産の取得による支出 △122 △57

長期前払費用の取得による支出 △54 △40

差入保証金の差入による支出 △121 △62

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,126 △426

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,400 1,805

長期借入金の返済による支出 △905 △757

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △488 △486

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,006 561

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年4月1日
 至 平成21年6月30日)

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △569 408

現金及び現金同等物の期首残高 2,975 3,322

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,405

※1
 3,730
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【継続企業の前提に関する注記】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

 

 

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。
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【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

 

 

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　4,334百万円

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　4,089百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

 

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
 至　平成21年６月30日)

 

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　　賃借料　　　　　　　　　　2,309百万円

　　　　給与・手当　　　　　　　　2,288百万円

　　　　賞与引当金繰入額　　　　　　488百万円

 

 

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　　賃借料　　　　　　　　　　2,416百万円

　　　　給与・手当　　　　　　　　2,395百万円

　　　　賞与引当金繰入額　　　　　　476百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
 至　平成21年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,546百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △　141　〃

現金及び現金同等物 2,405百万円

  
　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,884百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △　153　〃

現金及び現金同等物 3,730百万円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成21年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成

21年６月30日)

 

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 42,800,000

 

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 591,956

 

 

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。
 
 

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 633 15平成21年３月31日平成21年６月24日

 

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

 

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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 (デリバティブ取引関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）

 

対象物の種類が通貨及び金利関連のデリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要なものと

なっており、かつ、当該取引の契約額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められま

す。

 

デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益

 

(1)通貨関連

種類

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）

契約額等
(百万円)

契約額等のうち１
年超
(百万円)

時価
(百万円)

評価損益
(百万円)

為替予約取引     

　買建     

　　米ドル 25 ― 25 △0

　　英ポンド 5 ― 5 0

　　ユーロ 112 ― 116 3

　　　　　 合計 142 ― 147 4

（注）１．時価の算定方法

　　　　　　  為替予約取引・・・先物為替相場によっております。

２．「外貨建取引等会計処理基準」により外貨建金銭債権債務等に振り当てたデリバティブ取引については、開示の

対象から除いております。

３．ヘッジ会計を適用しているものについては、開示の対象から除いております。

 

 (2)金利関連

　　　　　該当事項はありません。

なお、金利スワップ取引を行っておりますが、ヘッジ会計を適用しておりますので注記の対象から除いております。
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(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

 
　　　　当連結グループは同一セグメントに属する紳士服・婦人服等の衣料品ならびに関連商品の企画・販売を行っており、当該事

業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

 
　　　　当連結グループは同一セグメントに属する紳士服・婦人服等の衣料品ならびに関連商品の企画・販売を行っており、当該事

業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。

 

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

 
　　　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

 
　　　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

 
　　　　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

 

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

 
　　　　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

 

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

株式会社ユナイテッドアローズ(E03316)

四半期報告書

29/35



(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

  

 545.20円

  

 545.02円

 

２　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

 

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純利益 11.45円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―　円

１株当たり四半期純利益 15.83円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―　円

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載

しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 483 668

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 483 668

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳(百万円) ― ―

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 42,208 42,208

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

― ―

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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(リース取引関係)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成２０年８月１１日

 

株式会社　ユナイテッドアローズ  

取締役会 御中

 

 

監査法人　ト　ー　マ　ツ  

 指定社員
 
業務執行社員

 公認会計士 中川正行

 指定社員
 
業務執行社員

 公認会計士 中塚　亨

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

ユナイテッドアローズの平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結累計

期間（平成２０年４月１日から平成２０年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四

半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユナイテッドアローズ及び連結子会社の平成２０

年６月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提

出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

株式会社ユナイテッドアローズ(E03316)

四半期報告書

34/35



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成２１年８月５日

 

株式会社　ユナイテッドアローズ  

取締役会 御中

 

 

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ  

 指定有限責任社員
 
業務執行社員

 公認会計士 中川正行  

 指定有限責任社員
 
業務執行社員

 公認会計士 中塚　亨  

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

ユナイテッドアローズの平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計

期間（平成２１年４月１日から平成２１年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２１年４月１日か

ら平成２１年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユナイテッドアローズ及び連結子会社の平成２１

年６月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提

出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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